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内容の要旨および審査の結果の要旨

肺胞表面を被っている液体の層（肺胞被覆層）における肺サーファクタン卜の濃度の変化は，肺のコン

ブライアンスなどに影響をおよぼし，換気力学を左右して重篤な呼吸障害をもたらす。本研究では，肺サー

ファクタン卜の活性に及ぼす濃度の影響を明らかにする目的で，自己の肺サーファクタン卜が欠如してい

るウサギ未熟胎仔の肺内に，種々の濃度に調整したブタ肺由来のもの（SurfactantCK，Ｓ－ＣＫ）を投与

し，生理的活性を測定した。また，ｉｎｖｉｔｒｏの測定系を用いて物理的活性（表面吸着時間および動的表

面張力）についても測定し，以下の結果を得た。

１．１２mg／､1以上の濃度のＳ－ＣＫを投与したウサギ未熟胎仔の換気量は，何も投与しない対照群に比べ

て８倍以上であり，生存率も３倍以上と良好であった。一方，６mg／､1以下の濃度のＳ－ＣＫを投与した群

では対照群とほぼ同様の結果しか得られなかった。ウサギ胎仔の肺内に存在する肺内液（lungliquid）

により，投与されたサーファクタン卜は約1／9に希釈される。従って，肺胞内面（肺胞被覆層）では，

1.3mg／､l前後の濃度で，Ｓ－ＣＫの生理的活性が大きく変化することが明らかにされた。

２．表面吸着時間は，Ｓ－ＣＫの濃度が１～２mg／mlの間で20秒前後から２秒以下へと非連続的に短縮し，

動的表面張力（最小および最大表面張力）も，同じ濃度のところで約20,N／ｍ，急激に低下した。

サーファクタン卜の生理的活性および物理的活性が，いずれもほぼ同じ濃度で大きく変化するという今

回の結果から，サーファクタン卜が作用を発揮するためには，境界濃度（生理的最小必要濃度）が存在す

ると結論された。

以上，新生児や成人型呼吸窮迫症候群などのように，肺サーファクタン卜が障害された病態を治療する

際には，この生理的最小必要濃度を考慮しなければならないことを解明したという点で，呼吸管理学に寄

与する貴重な論文と評価された。
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